
京
都
の
口
中
科
医
あ
る
い
は
口
歯
科
医
は
、
丹
波
兼
康
及
び
丹
波

親
康
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。

丹
波
兼
康
の
屋
敷
跡
は
、
今
日
も
、
な
お
、
兼
康
町
の
町
名
が
残

り
、
そ
れ
に
隣
接
し
た
町
に
、
丹
波
親
康
（
現
姓
・
親
康
氏
）
邸
が
残

っ
て
い
る
。
徳
川
幕
府
の
医
官
と
な
っ
た
兼
康
家
の
人
為
は
、
家
康

の
康
の
字
を
用
い
る
の
を
避
け
て
、
金
保
と
改
め
、
口
中
科
と
共
に

本
道
（
内
科
）
を
も
行
い
、
更
に
、
多
紀
氏
と
姓
を
改
め
、
踏
寿
館

を
創
設
す
る
な
ど
、
医
学
教
育
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
。

親
康
家
は
、
代
々
京
都
に
あ
っ
て
、
口
中
医
を
続
け
、
明
治
以
後

は
、
内
科
医
と
な
り
、
当
主
庸
（
い
さ
を
）
は
、
内
科
の
女
医
で
あ
ら

れ
た
が
、
昭
和
五
十
六
年
七
月
三
十
一
日
に
亡
く
な
ら
れ
、
誠
一
氏

が
あ
と
を
継
い
だ
。

貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
刊
の
案
内
書
〃
京
羽
二
重
″
に
よ
れ
ば
、

京
都
に
お
け
る
歯
科
医
学
の

先
覚
者
た
ち

酒
Ｉ
１
ＪＩ

ｌ
Ｄ
ｌ
ｌ
Ｉ

、
ｖ
０
ｉ
ｌ

Ⅲ

ｉ耐

作
咋

諸
師
・
諸
芸
の
部
に
「
口
中
医
師
」
と
し
て
、
小
川
通
元
誓
願
寺
上

る
町
法
眼
親
康
喜
安
と
油
小
路
一
条
下
る
町
法
橋
野
々
口
孝
雲
の
名

が
見
ら
れ
る
。

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
の
〃
商
人
買
物
独
案
内
″
に
は
、
大
名
や

医
師
の
名
は
示
さ
れ
ず
、
薬
種
屋
に
続
い
て
、
「
歯
工
家
」
と
「
男

女
御
入
歯
師
」
の
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
献
よ
り
推
測
す
れ
ば
、
江
戸
時
代
の
口
中
医
及
び
口

歯
科
医
は
「
諸
師
」
の
中
に
、
御
入
歯
師
や
歯
工
家
は
「
諸
職
」
の

中
に
、
含
ま
れ
て
分
類
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
口
中
科
あ
る
い
は
口
歯
科
の
治
療
方
法
は
、
宝
永
七

年
（
一
七
一
○
）
刊
の
〃
医
道
日
用
重
宝
記
″
を
は
じ
め
と
す
る
諸
種

の
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
含
嗽
薬
・
塗
布
薬
・
内
服
薬
が

主
体
で
、
鍼
・
抜
歯
・
小
外
科
手
術
も
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

明
治
維
新
後
、
医
師
で
あ
り
本
草
学
者
で
あ
り
舎
密
家
で
も
あ
っ

あ
か
し
ひ
ろ
あ
き
ら
え
ま
て
ん
こ
う

た
明
石
博
高
や
江
馬
天
江
（
時
代
考
証
の
権
威
故
江
馬
務
先
生
の
祖
父
君
）

ら
に
よ
り
、
京
都
の
医
療
制
度
の
近
代
化
が
行
な
わ
れ
た
。

京
都
に
、
欧
米
の
近
代
歯
科
医
学
に
も
と
づ
く
歯
科
医
療
を
導
入

し
た
の
は
、
渡
辺
晋
三
と
太
田
吉
三
郎
の
二
人
で
、
共
に
横
浜
に
お
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い
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
歯
科
大
学
を
卒
業
し
た
ア
メ
リ
カ
人
歯
科
医
〈

ラ
ッ
ク
・
マ
ン
ソ
ン
・
パ
ー
キ
ン
ス
に
、
明
治
十
一
年
よ
り
明
治
十

三
年
ま
で
師
事
し
、
明
治
十
二
年
五
月
に
歯
科
医
術
開
業
試
験
に
合

格
し
、
明
治
十
三
年
五
月
江
馬
天
江
の
招
き
で
、
京
都
に
移
り
、
開

業
し
た
も
の
で
あ
る
。

渡
辺
晋
三
は
、
美
作
勝
山
藩
の
家
老
渡
辺
政
の
長
子
で
、
弘
化
元

年
勝
山
に
生
ま
れ
、
藩
主
三
浦
玄
蕃
頭
の
近
侍
を
経
て
江
戸
で
漢
学

を
学
び
藩
校
の
助
教
と
な
り
、
廃
藩
後
、
東
京
に
移
り
、
司
馬
遠
湖

の
も
と
で
漢
学
を
学
び
、
更
に
、
・
ハ
ー
キ
ン
ス
の
も
と
で
歯
科
医
学

を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
の
継
続
的
な
調
査
の
中
で
、
洋

学
あ
る
い
は
漢
方
医
学
に
つ
い
て
の
相
当
な
知
識
人
で
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
更
に
、
資
料
を
収
集
し
、
裏
付
け
を
得
た
い
。

渡
辺
晋
三
が
、
京
都
に
招
か
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
司
馬
遠
湖

と
江
馬
天
江
の
交
友
関
係
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

渡
辺
晋
三
と
太
田
吉
三
郎
が
、
京
都
で
近
代
歯
科
医
学
に
よ
る
歯

科
医
を
開
業
し
た
場
所
は
、
中
京
区
柳
馬
場
姉
小
路
上
る
八
幡
町

（
現
在
の
柳
八
幡
町
で
柳
馬
場
御
池
下
る
東
側
二
軒
目
）
で
あ
り
、
江
馬
天

江
邸
と
背
中
合
せ
の
、
し
か
も
、
江
馬
天
江
の
所
有
す
る
借
家
で
あ

っ
た
。
昭
和
五
十
五
年
ま
で
、
渡
辺
歯
科
医
院
の
跡
は
、
俳
優
黒
川

弥
太
郎
邸
と
し
て
ほ
と
ん
ど
原
形
を
止
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
都

市
再
開
発
の
波
の
中
で
、
ビ
ル
化
さ
れ
、
も
は
や
面
影
を
見
る
こ
と

は
出
来
な
い
。

わ
た
る

渡
辺
晋
三
の
長
男
済
も
、
ま
た
歯
科
医
で
、
柳
馬
場
通
二
条
上
る

に
開
業
さ
れ
て
い
た
が
、
十
数
年
前
に
亡
く
な
り
、
継
子
は
な
く
、

い
と
子
未
亡
人
の
み
が
ご
健
在
で
あ
る
。

渡
辺
晋
三
・
済
の
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
勝
山
町
公
民
館
に
寄
附

さ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

明
治
十
二
年
五
月
に
、
渡
辺
晋
三
が
歯
科
医
開
業
試
験
を
受
験
す

る
に
当
っ
て
。
〈
－
キ
ン
ス
が
発
行
し
た
英
文
の
修
業
証
書
は
、
い
と

子
未
亡
人
の
も
と
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
証
書
に
は
、
ハ
ラ
ッ

ク
・
マ
ン
ソ
ソ
・
パ
ー
キ
ン
ス
の
署
名
と
共
に
、
後
に
大
阪
府
歯
科

医
師
会
長
と
な
っ
た
西
村
輔
三
（
兵
庫
県
豊
岡
市
今
森
出
身
・
ア
メ
リ
カ

で
商
事
を
研
究
し
、
帰
国
後
パ
ー
キ
ン
ス
の
通
訳
兼
助
手
）
の
署
名
が
見

ら
れ
る
。

渡
辺
晋
三
の
門
下
は
、
ほ
と
ん
ど
が
親
族
で
、
故
木
田
文
夫
日
本

医
大
教
授
の
父
君
木
田
廉
平
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。

太
田
吉
三
郎
は
、
大
分
県
の
出
身
で
、
後
に
（
年
月
日
未
調
査
）
大

阪
に
移
り
開
業
。
明
治
二
十
三
年
奈
良
県
旧
柳
本
藩
士
堀
内
家
を
継
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共
に
、
明
治
二
十
年
ご
ろ
歯
科
医
術
開
業
試
験
委
員
に
任
ぜ
ら

れ
、
渡
辺
晋
三
は
歯
科
医
療
倫
理
の
確
立
に
、
堀
内
清
顕
は
歯
科
材

料
の
研
究
に
、
数
為
の
貢
献
を
し
て
い
る
。

幕
末
の
口
中
科
医
あ
る
い
は
口
歯
科
医
の
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
調
査
・
研
究
に
ま
ち
た
い
。
（
文
中
敬
称
略
）

（
京
都
市
）

ぎ
堀
内
清
顕
と
名
を
改
め
て
い
る
。

奈
良
朝
に
来
日
し
た
李
密
書
は
、
「
書
」
の
字
が
付
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
従
来
医
師
と
さ
れ
て
き
た
が
、
「
雷
」
は
「
霧
」
の
誤

り
で
あ
り
、
こ
れ
は
中
世
。
ヘ
ル
シ
ャ
語
の
両
目
曼
葺
の
写
音
で
あ

り
医
師
と
は
言
え
な
い
。

日
本
書
紀
に
よ
れ
ば
、
欽
明
天
皇
十
四
年
（
五
五
三
）
百
済
に
対

し
て
医
博
士
、
易
博
士
な
ど
の
来
日
を
要
請
し
た
が
、
百
済
は
こ
れ

に
応
え
て
翌
十
五
年
（
五
五
四
）
二
月
易
博
士
王
道
良
、
暦
博
士
王

保
孫
、
医
博
士
王
有
陵
陀
、
採
薬
師
濡
量
豐
、
丁
有
陀
、
楽
人
三
斤

以
下
四
人
が
来
日
し
た
。

こ
の
中
に
名
前
が
中
世
．
ヘ
ル
シ
ャ
語
で
解
読
出
来
る
も
の
が
あ

り
、
医
博
士
王
有
陵
陀
以
下
が
そ
れ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
王
有
陵
陀
は
中
世
．
ヘ
ル
シ
ャ
語
の
乏
畠
’
四
首
量
ま
た

欽
明
朝
に
来
日
し
た
イ
ラ
ン
系
の
医
師

王
有
陵
陀
に
つ
い
て

松2伊3

藤
義
木
明
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